
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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放課後放課後放課後放課後のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの居場所事業居場所事業居場所事業居場所事業    

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

    （             ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （             ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

○   ○ （             ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援     （             ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流     （             ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○） ○    

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等 0 1340 483 各地区センター、各小学校 

 

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

○仮設住宅…入居戸数 39 戸、入居者数 73 人。 
○遠野市内への避難者数…個人住宅避難約 53 世帯 85 名。民間賃貸住宅入居 49 世帯 119 名。雇用促進住宅
入居 40 世帯 108 名。仮設住宅入居 39 世帯 73 名。  合計約 181 世帯 385 名 

 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞                                                        遠野市遠野市遠野市遠野市    放課後子放課後子放課後子放課後子どもどもどもども教室推進事業教室推進事業教室推進事業教室推進事業    

学校数学校数学校数学校数    

放課後子ども教室・・・「小友教室」の紹介 

 遠野市では、市内の全小学校区に児童館・児童クラブが設置されているが、放課後子ども教室は、放課後の居場所の

内容が児童館等と重複しないように、家庭学習の習慣化を目的に掲げ、地域の方々の参画を得て自主学習の場を設

け、子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりに取り組んでいる。 

 小友教室は、小友小学校に隣接した小友地区センターで実施。地区センターには児童クラブが併設されている。学校

が終わると、子どもたちは地区センターへ来所し、児童クラブに「ただいま」のあいさつを済ませ、宿題をしたい人は放課後

子ども教室へ、児童クラブで過ごしたい人はそのまま児童クラブに残る。子ども教室では、学校の宿題に取り組み、学習ア

ドバイザーや安全管理員に本の音読を聞いてもらう。勉強が終わると児童クラブに戻り、家の人の迎えが来るまで屋外や

地区センター内のホールで遊んだりし、ゆっくり過ごす。 

 放課後子ども教室には、時々、学校の先生や児童クラブの先生が様子を見に来て、宿題を頑張っている子どもたちを励

ましてくれる。放課後は、小学校、児童クラブと連携して子どもたちを温かく見守っている。 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

・震災により、本市は人的被害こそ少なかったものの、公共施設が被災し、安全に対する備えが必要な状況にある。 

・沿岸部に隣接する地域であり、支援活動の拠点場所となったことで、被災地からの住民をたくさん受け入れている。

避難所や仮設住宅を各地域に開設し、積極的に支援に努めている。このような状況の中で、避難者とのつながりをつ

くるための機会の設定や仮設住宅入居による新たな地域コミュニティづくりの必要が生じた。 

◇住民等からの要望・必要な取組 

・放課後の児童の安全・安心をより確保するため、学校及び児童館、地区センター等を活用した放課後の子どもの居 

場所を継続して設置してほしい。 

・子どもたちの学習習慣が形成され、学力向上につながる取組を実施してほしい。 

・地域住民が参画し、子どもたちの成長を支援・協力できる場がほしい。 

・被災地からの子どもたちが、地域の中でも友だちや地域の大人たちとの交流がもてる環境づくりを進めてほしい。 

 

準備段階準備段階準備段階準備段階    

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

 【教育委員会生涯学習スポーツ課】 実施主体、企画運営、アドバイザー・ボランティア選定、申請書類作成 

 【小学校】 活動場所の提供、児童参加の呼びかけ、児童への指導、実施日の調整・連絡 

 【児童館・児童クラブ】 活動場所の提供、児童への指導、小学校との連絡調整 

 【地区センター】 活動場所の提供、地域住民への周知 

 【地域ボランティア】 学習アドバイザー及び安全管理員を担当 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・全地区に子ども教室を開設することにより、地域で子どもたちを育てていく意識を高めるとともに、新たなコミュニティ

づくりのきっかけとし、活性化につながるようにした。また、地区全体に周知・啓発を図ることで、地域全体を巻き込んだ

活動とし、子どもたちの成長を見守る土壌を築くようにした。 

・学校、児童館との連絡調整・情報交換を密にすることで連携をより強化し、子どもたち一人一人の様子をより細やか

に見守れるような体制づくりを行った。 

  

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

◇これまでの取組による成果 

   放課後の児童の安全・安心な居場所が市内全地区で確保されるとともに、事前準備・展開に、教育委員会と

学校、地域、児童館・児童クラブが全力を尽くしたことにより、連携が深まり、地域全体で放課後の子どもたちを支

援する体制づくりを強化でき、地域のコミュニティの活性化につながってきた。 

◇課題や今後の展望 

・ 各地域で実施したアンケート調査によれば、「放課後子ども教室」と児童館双方が設置されているため、地域によ

っては、必要性に欠ける場合があり、開設場所や時間の精査が必要である。 

・ 被災地から転入の子ども達と各地域の大人との交流の場をさらに充実させ、より安心して過ごせる場として活用さ

れるよう工夫が必要である。 

・ 関係機関・関係者等との連携・協議を続けながら、活動を軌道に乗せるとともに、委託事業終了後も活動が継続

できる体制づくりを、意識的に進めたい。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


